
は　じ　め　に

　2016年４月に発生した熊本地震において、本学熊本キャンパス、阿蘇キャンパスが被災いたしました。特
に阿蘇キャンパスの施設・設備は甚大な被害を受け、本学の農学部生３名を含む多くの方々が犠牲となりま
したことに、心よりお悔やみ申し上げます。阿蘇キャンパスでは、未だ従来のような教育研究活動を展開す
るに至っていませんが、18学部を擁する総合大学である本学の総力を結集して、農学部の再建をすすめてい
きます。
　現在、社会が求める人材像が大きく様変わりする中、本学は多様な学生を迎え入れていますが、社会にと
って有為な人材の育成をその使命とする今、大学教育への期待が極めて大きなものになって来ています。今
日の大学に求められることは、育成すべき人材像の明確化、それを実現するカリキュラムの策定、更には幅
広く多様な学生を受け入れる入試体制の構築、つまり３つのポリシー（ディプロマポリシー、カリキュラム
ポリシー、アドミッションポリシー）をベースにした PDCAを実行し、教育の質の向上につなげていくこ
とです。そのためには、社会の変化を機敏に察知しながら、教職員の意識改革を伴った大学改革を絶え間な
く、そしてダイナミックに展開する実行力と機動力が欠かせません。
　東海大学教育研究年報（以下年報）は、このように激変する社会状況を鑑み、「学外機関や学内の各構成
員の本学の実情に対する理解を深めることにより、学内外の協力関係を推進する」ことを目的として第１回
年報（1984年度版）が発行されました。2016年度年報の発行をもって33回目の発行となりますが、当該年度
の活動結果を取りまとめることによって、常に足元を見つめ、その結果をもって次の時代へと歩みを進める
という取り組みを繰り返してきました。特に1991年度の大学設置基準の大綱化以降、大学を取り巻く評価体
制の状況は大きく変化しました。大綱化以降、この事前規制は事後チェックへと変更され、同時に教育研究
の質保証も事前から事後へと大きく変更され、2004年度から認証評価制度として義務化されました。そし
て、2011年度には認証評価制度が第２クールに入り、評価内容が評価指標と根拠資料に基づく評価へと転換
され、現在に至っております。
　本学は、2017年の創立75周年を迎えるにあたり、これからの時代を牽引する人材を育成するグローバル大
学たるべく、学部・学科の新増設や改組、大幅なカリキュラム改訂など、教職員が協働して不断の大学改
革・教育改革を続けています。2014年度には、全学を包括する５年度単位の第Ⅱ期中期目標（2014年度～
2018年度）を設定し、2017年度には、2010年度に引き続き大学基準協会による認証評価を受審いたします。
そのためにも大学の機能強化と教員の意識改革を行い、教育の質保証を見据えた PDCAサイクル、つまり
自主的・自律的な質保証システムの確立とその実質化に向けて努力していかなければならないと考えており
ます。本年報は、自らが点検・評価した結果を取りまとめた「自己点検・評価報告書」として編集されてお
ります。また、自己点検・評価活動以外にも、各種資料を収集した活動の記録集という性格も有しておりま
す。なお、2016年度自己点検評価報告書は、広く社会に公開するという意味合いから、認証評価団体に提出
した形で掲載いたします。
　皆様におかれましては、是非、本報告書にお目を通していただき、教育の質の向上にお役立ていただくと
ともに、忌憚のないご意見をお聞かせいただければ幸いに存じます。
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